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千葉県におけるアリ相のモニタリング調査(アルゼンチンアリの侵入確認) 
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Monitoring distribution of ant fauna (Linepithema humile) in Chiba prefecture 
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要旨 

2015 年から 2018 年にかけて、千葉県の東京湾沿岸地域の 8 市 1 町 13 地点および内陸地域の千葉市と成田市の 2 市 2 地点で誘引ト

ラップを使用し、アルゼンチンアリ(Linepithema humile)の侵入確認を主としたアリ類の生息調査を行った。東京湾沿岸地域では 4 亜科 13

属 22 種のアリ類が採集され、内陸地域では 3 亜科 9 属 12 種のアリ類が採集された。今回の調査においてアルゼンチンアリは確認され

なかったが、アルゼンチンアリの侵入により影響を受けるクロヤマアリ(Formica japonica)が調査した 15 地点全てで採集され、トビイロ

シワアリ(Tetramorium tsushimae)は 14 地点で採集されたことから、調査時においてアルゼンチンアリが侵入している可能性は低いと推

測された。 
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はじめに 

近年、経済のグローバル化に伴う外来アリ類の侵入に

より、生態系への影響や、農業被害、健康被害が世界各地

で問題となっている。日本国内には既に IUCN(国際自然

保護連合)により世界の侵略的外来種ワースト 100 に指名

されているアルゼンチンアリの侵入が確認されており、

西日本を中心に定着し人の生活に影響をおよぼしてい

る 1)。 

アルゼンチンアリは「特定外来生物による生態系等に

係る被害の防止に関する法律(通称：外来生物法)」で特定

外来生物に指定されている。南米に自然分布しているカ

タアリ亜科に属する体長 2.2～2.6mm程度の比較的小型の

種で、体色は薄い黒褐色から茶褐色を呈する。毒針は持た

ないが、屋内への侵入性が高く、しばしば屋内に侵入して

食べ物に群がり、人やペットの咬傷被害を引き起こすこ

とから、不快害虫として位置づけられている 2)3)4)。また、

ブラジルでは病院内に侵入したアルゼンチンアリから病

原体が確認されている 5)。これらのことから、アルゼンチ

ンアリは公衆衛生上非常に重要な種と考えられる。 

他の外来アリと同様に、一度広く定着したアルゼンチ

ンアリを駆除するのは非常に困難となる。アルゼンチン

アリの侵入地域で駆除に成功した例はほとんどなく、東

京都大田区で本種の根絶成功例があるが、根絶までに 3 年

以上の期間を要し、その間の莫大な防除費用も必要と

なっている 6)7)。駆除効率、駆除コストを考えると、早期

発見・早期対策の実施がアルゼンチンアリの侵入防止に

                                                                 
1) 千葉大学海洋バイオシステム研究センター 

おいて肝要となる。 

 千葉県は成田国際空港や千葉港を有しており、海外か

らの物資の輸入に伴い外来アリ類が侵入するリスクがあ

る。千葉県内でアルゼンチンアリの侵入および定着はこ

れまで報告されていないが、隣県の東京都では定着が確

認されていることから、潜在的な侵入リスクは高いと推

定される。しかし、これまで定期的な外来アリのモニタリ

ング調査はなされていない。 

本研究では、アルゼンチンアリの侵入により一部の在

来アリは排除される傾向があることから 8)9)10)、在来アリ

の生息状況を含めたアリ相のモニタリング調査を、千葉

県内の東京湾沿岸地域と内陸地域で実施し、アルゼンチ

ンアリの侵入状況を調査した。 

 

方法 

2015 年から 2018 年の 5 月から 6 月に 1 回と 10 月

に 1 回(年 2 回)、浦安市から南房総市までの東京湾

沿岸地域の 8 市 1 町 13 地点(浦安市(No.1)、習志野

市(No.2)、千葉市(No.3)、市原市(No.4,5)、袖ケ浦市

(No.6)、木更津市(No.7)、富津市(No.8,9,10,11)、鋸

南町 (No.12)、南房総市 (No.13))で調査を実施した

(2015 年、調査地 No.7 から 13 については 5 月のみ

の実施)。また、2015 年と 2016 年は、内陸地域の千葉市

中央区と成田市(成田空港隣接地)の 2 市 2 地点(千葉市

(No.14)、成田市(No.15))で 8 月に 1 回調査を実施した

(図 1)。 
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アリ類の採集には、ツナ缶と蜂蜜を混合したベイト

剤(薬さじ半分程度)を 5×5cm のアルミホイルに置

き誘引トラップとして用いた。  

各調査地で任意にライントランセクトを設定

し、10 個の誘引トラップを 10 から 15m 間隔で設置

し 30 分後に回収した。回収した誘引トラップは凍結

させ、解凍後にアリ類をエタノールで浸漬保存し、

後日実体顕微鏡下で種の同定を行った。アリ種の同

定にはインターネットホームページ「日本産アリ類

画像データベース」 11)を参考に実施した。  

 

結果 

今回の調査では、15 の調査地で 4 亜科 13 属 25 種(東京

湾沿岸地域 4 亜科 13 属 22 種、内陸地域 3 亜科 9 属 12 種)

のアリ類が採集されたが、アルゼンチンアリは採集され

なかった(表 1)。2012 年から 2013 年に実施した東京湾沿

岸地域のアリ相調査 12)では、4 亜科 12 属 22 種のアリ類

が採集されている。先行研究との比較では、新たにケブカ

クロオオアリ、ヨツボシオオアリ、ウメマツオオアリ、ク

ロヒメアリの 4 種が採集されたが、ツヤクロヤマアリ、ヒ

メトビイロケアリ、クサアリモドキ、オオシワアリの 4 種

は採集されなかった。 

各調査地点で採集されたアリ類は 4 種から 12 種で、調

査地により採集されたアリの種数に差があった。 

出現率が高かったアリはクロヤマアリとトビイロシワ

アリで、クロヤマアリは調査した No.1 から No.15 の調査

地全てで採集され、トビイロシワアリは No.15 の調査地

を除く No.1 から No.14 の調査地で採集された。また、

No.3,4,5,9,14の 5箇所の調査地で在来種だが毒針を有する

オオハリアリが採集された。 

考察 

 今回の結果を 2012 年から 2013 年に実施した先行研究

と比較した場合、採集されたアリ類は 4 増 4 減であった。

いずれのアリ種も調査において出現率が低かったため、

偶発的に採集された可能性が高かったと考えられ、東京

湾沿岸地域でのアリ相に大きな変化は生じていないと推

測した。 

内陸地域の 2 地点を含む 15 地点全てで、アルゼンチン

アリは確認されなかった。各調査地に設置した誘引ト

ラップ数は 10 個で調査地全体を網羅した調査ではないた

め、直接的にアルゼンチンアリの有無を確認できている

面積はそれほど大きくない。しかしながら、アルゼンチン

アリの侵入地では、一部のアリ種を除き在来アリが排除

される傾向があるため、在来アリの出現状況からアルゼ

ンチンアリの有無の間接的推定が可能と思われた。アル

ゼンチンアリにより排除される種類として、オオズアリ、

インドオオズアリ、トビイロケアリ、クロヤマアリ、トビ

イロシワアリ、アミメアリなどがある 13)。今回の調査で

は、アルゼンチンアリにより排除されるアリ類が複数、繰

り返し採集されている。特にクロヤマアリとトビイロシ

ワアリは殆どの調査地で高い出現率で採集されていた。 

今回の調査地において、先行研究と比較しアリ相に大

きな変化が生じていないこと、アルゼンチンアリの侵入

により排除される傾向がある在来アリが確認されている

ことから、調査時点でアルゼンチンアリが侵入している

可能性は低いと推測された。 

アルゼンチンアリは岐阜県各務原市や京都府京都市な

どの内陸地域でも生息が確認されており 10)14)15)、東京湾沿

岸地域以外でも侵入する可能性が十分考えられる。今回、

船舶貨物からの一次的侵入を想定し海岸沿いに調査地を

設定したが、国内の既侵入地域からのトラック等を介し

た陸上運輸による二次的侵入のリスクも存在する。これ

らの侵入経路に対応するためにも、内陸地域での調査地

点を増やすことも効果的と思われる。 

一方で調査地点を増やすほど発見効率が上がることは

確かだが、人的または経済的制約により調査地点を簡単

に増やすことができないのも事実である。そのため、専門

機関による定期的なモニタリング調査以外の方法でアル

ゼンチンアリの早期発見を可能にする方法も模索するべ

きである。アルゼンチンアリの特徴として、屋内への侵入

性が高く、食べ物に群がり、他のアリ種に比べ屋外では行

列を作り歩行スピードが速いという特徴がある 16)。また、

今回の調査で最も出現率が高かったクロヤマアリは、ア

ルゼンチンアリの侵入により排除されやすい種である。

クロヤマアリの働きアリは、体長 4mm 内外、体色は黒褐

色、全国に分布していて、最も普通種である 17)。クロヤマ

アリは、庭や公園、道路などで頻繁に見かけ、アリに関す

る専門的知識が無くても比較的簡単に確認できるアリ種

と推測される。中学校のクラブ活動や市民参加による、環

境や生物多様性の学習や意識向上のためのアリ類調査の 
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環境プログラムを実施した報告がある 18）19）。モニタリン

グ調査以外に、アリ類を用いた環境学習プログラムを通

じて、アルゼンチンアリの習性と在来種（特にクロヤマア

リ）への影響を周知しアリへの関心を高めることは、アル

ゼンチンアリの早期発見に効果的と思われる。 

 今回、5 つの調査地で刺症被害報告例 18)19)のあるオオハ

リアリが採集された。オオハリアリの働きアリは、体長 

4～4.5mm、体色は黒褐色から黒色、毒針を有し、北海道

以外のほぼ全国に生息。やや湿地で朽ちた木材の中、ある

いは腐植土の中に営巣する 20)。国内では学会発表などを

含め本種の刺症によるアナフィラキシー症が複数報告さ

れている 19)21)22)。加えて、韓国においても本種によるアナ

フィラキシー症が問題となっている 23)24)。ヒアリやアル

ゼンチンアリなどの外来種に注目しがちだが、在来種に

も健康被害を引き起こす可能性があるアリが身近に生息

していることを周知することは重要といえる。 

 結論として、アルゼンチンアリの侵入は確認されな

かった。外来アリ対策は早期発見、早期対策が重要となる

ことから、今後もモニタリング調査を継続していくこと

はアルゼンチンアリの侵入対策に重要であると思われる。 
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